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［開  会］ 

教育長    定例会を開会する旨を告げる。 

 

 

［会議録の承認］ 

教育長    配付されている会議録を承認して差し支えないかを各委員に 

諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    会議録を承認する旨を告げる。 

 

 

［議 事］ 

教育長    協議事項１、報告事項１及び報告事項３を非公開として差し支

えないかを各委員に諮る。 

各委員    異議なし。 

教育長    そのように取り計らうこととし、議事に入ることを告げる。 

 

《報告事項２ 第１回徳島県公立高等学校の在り方検討会議の概要について》 

 

教育長    報告を求める。                                          

教育創生課長 内容等を報告する。 

 

〈質 疑〉 

島委員：様々な意見が出ることは良いが、まず議論の土台となる「原理原

則」を固めておくべきである。教育の質を保つための「最低生徒

数」や、多様な生徒が集う教育環境の必要性といった根本的な部

分だ。また、普通科の必修カリキュラムと特色化のバランス、生

徒の通学時間の問題、新学科設置の具体的な道筋なども、議論を

進める上で重要となる。 

教育創生課長：検討会議は始まったばかりであり、委員の皆様の御意見を伺いな

がら、最終的には具体的な内容を取りまとめ、方向性を定めてい

くことになると考える。 

岡本委員：多様な意見にはそれぞれ意義があるが、常に言っていること

は、「徳島県として、どのような人材を育て、どのような県に

したいのか」というビジョンを明確にすることである。このビ

ジョンがあって初めて、小中高を通じた教育の在り方や、学校



 

- 2 - 
 

の特色化・魅力化が意味を持つ。個々の意見に振り回されるこ

となく、この一本の軸をしっかりと示すことが大切である。 

教育創生課長：公教育の目的は、地域の持続可能な発展につながる人材を育てる

ことであると考えている。委員のお話の明確な目標設定は重要で

あり、教育大綱でもその方向性を定めている。その目標に向かっ

て何ができるかを考えていきたい。  

糸井委員：コーディネーターの役割や業務内容は具体的にどのようなもの

か。また、どのような方が、各地域に配置されているのか。 

教育創生課長：コーディネーターは、学校の教員が教育活動に専念できるよう、

地域と学校をつなぐ役割を担う。例えば、海部高校では、全国募

集の広報活動や、地域と連携したフィールドワークの企画などを

行う。県内ではまだ事例が少ないのが現状だが、学校の特色化・

魅力化を進める上で、このような人材の配置が必要だと考えてい

る。全国的には、地域おこし協力隊や元教員が担うケースもあ

る。 

河野委員：人口推移を考えると、将来的にいくつかの学校の統合は避けら

れないだろう。特に徳島市以外の地域では生徒数が減少する。

将来を見据えた学校配置はもちろん、全国募集を考えるなら

ば、生徒の受け入れ先となる寄宿舎のような施設の充実も必須

である。 

教育創生課長：生徒確保策として、委員が指摘された「受け入れ先の充実」は非

常に重要であると認識している。 

河野委員：鳴門渦潮高校の例では、寄宿舎の問題で県外からの入学希望を

断らざるを得ない状況だと聞いている。三好市の池田寮のよう

に、自治体とも協力して施設を充実させる必要がある。方向性

を示せば、鳴門市なども協力してくれるかもしれない。 

島委員：子供の数の減少は深刻である。将来、高校の廃校や統合が決まっ

てから地域の方々が抗議活動をする前に、この現実を共有してお

くべきだ。徳島県には消滅可能性都市が多く、首長の皆さんも人

口減少を気にしている。池田高校の寮のように、県と市町村が財

政的な負担も含めて考えなければ、大変な事態になる。 

教育創生課長：１５年後に中学３年生となる出生数はほぼ確定している。こうし

た事実関係を認識していただき、将来について共に考えてもらえ

るよう、働きかけていきたいと考えている。 

教育長：市町の中には「県立学校なのだから県がやるべき」という意識が

根強い一方で、海陽町や三好市、那賀町のように積極的に支援し
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てくれる地域もある。現在は県内での生徒の取り合いではなく、

県外との生徒の取り合いという現状である。生徒がいなくなって

から慌てても遅いので、今から市町村に対しても、こうした状況

を伝えていくことが重要である。 

 

［非公開］ 

 

《協議事項１ 令和８年度徳島県公立小・中学校特例任用管理職（校長・副校

長・教頭）候補者選考審査要綱について》 

 

《報告事項３ 令和８年度徳島県公立学校教員採用候補者選考審査第１次審査

結果について》 

 

《報告事項１ 徳島県学校教育情報化推進計画の進捗状況について》 

 

 

［閉 会］ 

教育長    本日の議事が全て終了したので閉会する旨を告げる。     

               

                                   閉 会  午前１１時３８分 


